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道の駅「（仮称）蔵王」整備事業に関する 

優先交渉権者の決定及び客観的な評価結果について 

 

令和３年２月２６日付けで公募公告を行った道の駅「（仮称）蔵王」整備事業について、１グ

ループから提案書類の提出があり、道の駅「（仮称）蔵王」整備事業者検討委員会（以下「検討

委員会」という。）において提案内容の審査が行われた。 

山形市は、検討委員会の検討結果を踏まえ、優先交渉権者を次のとおり決定したので公表す

る。また、「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律」（平成１１年法律第１

１７号）第１１条第１項の規定に準じ、客観的な評価結果をあわせて公表する。 

 

令和３年７月２１日 

山形市長 佐藤 孝弘 

 

１ 事業名 

道の駅「（仮称）蔵王」整備事業 

 

２ 事業実施場所 

山形市表蔵王地内 

 

３ 事業期間 

⑴ 設 計 ・ 建 設 期 間      令和３年１０月から令和 ５年１０月まで 

⑵ 開 業 準 備 期 間      令和５年１０月から令和 ５年１１月まで 

⑶ 運営・維持管理期間(供用開始) 令和５年１２月から令和２０年１１月まで 

 

４ 事業範囲 

⑴設計業務 

① 事前調査業務 

② 建築設計業務（基本設計・実施設計） 

③ 各種申請等業務 

⑵建設業務 

① 建設工事業務 

② 工事監理業務 

⑶運営業務 

① 開業準備業務 

② 道の駅運営における統括業務（総務、経理、広報等） 

③ 道の駅機能の運営業務 

④ 地域連携機能の運営業務  

⑤ 駐車場及び広場の運営業務 

⑥ 交通結節機能の運営業務  
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⑦ 占用使用管理業務 

⑧ 使用料の徴収代行及び還付業務 

⑨ 自主事業の運営業務 

 

⑷維持管理業務 

① 建築物保守管理業務  

② 建築設備保守管理業務 

③ 什器備品等保守管理業務 

④ 外構の保守管理業務 

⑤ 環境衛生管理業務 

⑥ 清掃業務 

⑦ 警備業務  

⑧ 除排雪業務 

⑨ 修繕・更新業務 

 

５ 応募者グループ 

山形県観光物産会館グループ 

 

６ 優先交渉権者 

山形県観光物産会館グループ 

構 成 員：株式会社山形県観光物産会館（代表企業）、株式会社市村工務店、 

小野建設株式会社、東北電化工業株式会社、遠藤設備建設株式会社、 

株式会社秦・伊藤設計、おもてなし山形株式会社 

   協 力 企 業：山形放送株式会社、株式会社山形ビルサービス 

 

７ 提案価格 

２，２８９，７５８，８８９ 円（消費税及び地方消費税込み） 

 

８ 審査結果 

総合審査の結果を別紙に示す。 

 

９ 今後のスケジュール（予定） 

令和３年 ８月上旬 基本協定の締結 

令和３年 ８月下旬 基本契約及び設計建設工事請負契約に係る仮契約の締結 

令和３年 ９月議会 基本契約及び設計建設工事請負契約の締結（議会の議決） 

 

10 財政負担の削減率 

事業期間全体を通じた市の財政負担額について、市が直接実施する場合に比べ、本事業を DBO 方式

として実施することにより、３．９０％の縮減ができることとなった。 

なお、特定事業選定時の縮減の期待値は３．５２％であった。 
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○総合審査結果 

 

審査項目 配点 山 形 県 観 光 物 産 会 館 Ｇ 

加点審査 80 点 59.58点 

１．事業実施、事業計画に関する事項 12 点 8.58点 

 

⑴事業全体に対する基本的な考え方 2 点 1.58点 

⑵事業の実施体制等 2 点 1.58点 

⑶収支計画 5 点 3.33点 

⑷感染症対策 1 点 0.71点 

⑸道路交通への影響 1 点 0.63点 

⑹セルフモニタリング 1 点 0.75点 

２．地域貢献に関する事項 17 点 15.01 点 

 
⑴地域経済

等への配慮 

代表企業 2 点 2.00点 

構成企業 2 点 2.00点 

地元企業への発注金額・発注内容等 4 点 3.67点 

山形市産材等の積極的活用等 2 点 1.50点 

隣接地及び周辺施設等との連携等 5 点 4.17点 

山形の伝統文化・伝統工芸の活用 2 点 1.67点 

３．設計・建設業務に関する事項 30 点 20.93 点 

 

⑴デザイン、

動線計画等 

景観や自然環境等への配慮 2 点 1.42点 

動線の確保、利用者の誘導等 3 点 2.00点 

積雪に配慮した施設計画 1 点 0.71点 

⑵施設計画 

休憩機能 3 点 1.38点 

情報発信機能 3 点 2.25点 

地域連携機能 4 点 2.83点 

交通結節機能 2 点 1.50点 

防災機能 3 点 2.50点 

子育て応援機能 2 点 1.42点 

その他の機能 2 点 1.50点 

⑶環境への配慮 2 点 1.33点 

⑷建設工事 
市との連携、安全確保、騒音対策等 2 点 1.42点 

管理技術者、現場代理人等の適切な選出 1 点 0.67点 

４．運営業務、開業準備業務に関する事項 15 点 10.68 点 

 

⑴開業準備 1 点 0.75点 

⑵施設の運

営 

地域資源や新しい観光スポット等の情報収集・共有及び施設

利用者への周知 
2 点 1.50点 

山形及び周辺地域の特産物や地域資源等を活かした商品及び

サービスの企画、販売・運営等 
6 点 4.50点 

山形及び周辺地域の地域資源等と連携した周辺地域への新た

な人の流れの創出 
3 点 1.88点 

⑶実施体制 
サービス向上のための実施体制 2 点 1.42点 

事故や災害等への対策や災害等が発生した場合の適切な対応 1 点 0.63点 

５．維持管理業務に関する事項 6 点 4.38点 

 
⑴建築物等の保守管理及び修繕・更新 3 点 2.25点 

⑵清掃、警備、除排雪 3 点 2.13点 

価格審査 20 点 20 点 

 計 100 点 79.58点 



道の駅「（仮称）蔵王」整備事業

提案書【概要版】

［山形県観光物産会館グループ］
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１．事業実施、事業計画に関する提案書
評価項目 提案概要

⑴事業全体に対す
る基本的な考え方

山形と蔵王の魅力をコアに据え、多様な人々が訪れる「持続的発展空間」
• 魅力的な蔵王牛に絞り込み東北芸術工科大学と地元
• 企業との産学連携でブランディングを進め、広大な
• 空間と多目的ホールによる蔵王の大自然を感じる集
• 客の目玉となる新たな蔵王ブランドを創造します。
• 災害時に多様な人を受け入れられる避難場所として、
隣接商業施設と連携し災害時の避難拠点に転用可能
にします。

⑵事業の実施体制
等

事業の円滑な遂行と遅延のないスケジュール管理を行います
• 当グループは観光物産販売で長年の実績を持つ運営企業 A を中心に地元山形市内の
企業 9社で構成されています。

• 設計建設共同企業体においては建設企業 A を、運営・維持管理グループは運営企業
Ａを統括企業に設定し、それぞれの事業期間を通じてリーダシップを発揮できる組
織とし、他のメンバー企業は各々の役割を自覚し、山形市との連携を円滑に行いま
す。また、各グループ・企業体内においても相互に連携し、事業を円滑に遂行します。

• 併用開始に遅延が生じないように、8月末に工事を完了させ、遅延リスク回避のため
1か月予備期間を設け、十分な開業準備期間を確保します。

⑶収支計画 事業内容に沿った事業計画により安定性のある事業を実施します
• 想定事業費上限を基に適正に施設整備事業イニシャルコストとランニングコストを
積算しました。

• 地域連携機能運営収入と多目的ホールを活用した賃貸事業を収入とします。
• 道の駅従事者は全員代表企業の社員とすることにより人件費縮減と一体運用が可能
になります。

⑷感染症対策 • 事業継続計画（「道の駅」BCP）を策定します。
• 【感染症対策】館内出入り口への消毒液設置・出入口への検温機器設置などを実施し
ます。

• 多目的ホールを利用する企業への、事前に対策の周知と対策の実施・遵守するよう周
知いたします。

⑸道路交通への影
響

• 敷地内の歩行者との動線を分け、安全確保に努めます。繁忙期には警備員を配置し誘
導を行います。

• 看板を適切な箇所へ配置し、国道 13 号へ進出する際の誤進入防止対策をいたしま
す。

• 駐車エリアを車種ごとに分離し、利用者の乱横断の抑制や車両速度の低減を図りま
す。

⑹セルフモニタリ
ング

第三者の目でモニタリングし、的確でわかりやすい様式で報告します
• 「第三者委員会」を設置し、セルフモニタリング結果についてご審議いただきます。
• 運営業務及び、維持管理業務のサービス状況について、利用者へアンケート方式を活
用し、利用者満足度調査を実施します。

• 「セルフモニタリング実施計画書」を山形市担当部局とも協議して作成し、駅長が確
認後に、山形市へ提出いたします。
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２．地域貢献に関する提案書
評価項目 提案概要

⑴地域経済等への
配慮

オール山形市内企業で構成し、地元企業と共に最高の道の駅をつくりあげます
• 代表企業（運営企業 A）は、1984 年より「山形県を広く紹介し 名産品をとおし地
域に貢献する」ことを経営目標に観光物産の展示・販売に携わってきた山形市に本
社を有する企業です。

• 山形市に本社を有するそれぞれの分野で実力の高い企業９社で構成されています。
内訳は設計 1社、建設 4社、運営 3社、維持管理 1社となります。

• 設計建設、運営・維持管理のすべてにおいて、地元企業に 100％発注されるスキー
ムになっています。

• 市が発注状況を確認するために、設計建設 JV においては、JV 協定書の写しを市へ
提示し、市との請負契約書と照合できるようにします。また、運営・維持管理にお
いては、SPC と各企業との委託契約書の写しを市へ提示し、基本協定と照合できる
ようにします。

• 最も人目に触れる情報発信コーナーに
「山形組子」を取り入れて、地元企業と
の対話を図りながら設計を進め、地場産
業の良さを発信します。

• 山形の伝統工芸である「こけし」の展示
コーナーを整備します。

• 建物外観に山形市産の木材や蔵王石を
アクセントとして利用することで、市産
材の積極的な活用を行います。

• 本事業の保有する観光情報センターは、隣接する商業施設と連携し観光案内・地域
の情報提供から名産品の販売・食事の提供と、県内は基より県外からのお客様を集
客する事ができます。さらに本事業で保有する多目的ホールでは地域企業の宣伝や
販売等様々な催し物ができ、地域の発展に努めます。

• 運営企業Ａ・運営企業Ｂ・運営企業Ｃと手を組んで、地域に根差したイベントや祭
り・食などを広く発信していきます。

• 蔵王牛を使った新しいブランド構築と販売を高橋畜産・東北芸術工科大学と共創し
て行います。

山形組子を取り入れたディスプレイ例

東北芸術工科大学の産
学連携プロジェクトに
よるブランド構築事例
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３．設計・建設業務に関する提案書
評価項目 提案概要

⑴デザイン、
動線計画等

蔵王連峰の山並みに調和し、隣接する商業施設と一体となる道の駅とします
• 外観は蔵王の樹氷をイメー
ジした白と大地を表す黒を
基調とし、地場産の木材や蔵
王石をアクセントとして利
用することで、山形らしさを
表現します。また、東の蔵王
連峰と近景の山並みと融和
するよう建物の高さを抑え、周辺環境と調和するデザインとします。

• 隣接する商業施設と建物や駐車場の位置をそろえることで、車両動線・歩行者動線
共に死角を避ける計画とします。

• 駐車場利用車両を案内板により明確に分けることで、他の動線と交差しない計画と
します。

• 屋根形式は無落雪陸屋根形式を採用します。また、軒先部分は雪庇防止ヒーターを
設置します。

⑵施設
計画

①休憩機
能

• 自動二輪車やロードバイクの駐輪場を建物東側の見通しのきく場所に設置します。
• はね出しのある雁木空間や南側広場、屋内休憩コーナーと屋内外において疲れを癒
す空間を計画します。

• トイレを入口に隣接して設けることで、採光・通風を確保し快適なトイレ空間とし
ます。また、多機能トイレを分散配置します。

②情報発
信機能

• 建物中央に情報発信コーナーと総合案内所等の事務機能を設置し、利用者に分かり
やすくかつ従業員の対応が行き届く計画とします。

• モニターを利用した情報発信を行い、四季折々の風景や、蔵王の現在の映像を Live
配信します。

③地域連
携機能

• 見通しのきくシンプルなプランとし、スロープを屋内外共に
分散配置することで、ベビーカー利用者が迂回しなくても良
い動線計画とします。

• 多目的ホールでのイベント時はイベントの規模に併せてフレ
キシブルに対応できる可動間仕切りを設置します。

• 蔵王が見える南側広場に炊事場を設け、山形の肉と野菜を
購入し、かまどサークルで山形の芋煮やバーベキューなどを
楽しみつつ、山形の自然を感じられる屋外空間を設けます。

• 広場の北面駐車場はＲＶパークとして車中泊対応の 100Ｖ電源
（有料）を整備します。

④交通結
節機能

• 東側を交通結節機能エリアと位置づけ、バス利用者、パークアンドライド利用者が
分かりやすいようにまとまりのある計画とします。

• バス待合に隣接して更衣室を配置し、多様な利用
形態に対応します。

総合案内所

広場イメージ

情報発信・休憩コーナー 情報提供システム

建物東面外観
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評価項目 提案概要

⑵施設
計画

⑤防災機
能

• 災害復旧活動の拠点として、各機関の寝泊りスペースとなる南側広場には、屋根付
きの炊事場やかまどベンチを整備します。

• 建物南側に各機関の利用する防災機能をまとめて配置します。
• 多目的ホールは可動間仕切壁の利用により、災害の状況に応じて可変可能な避難ス
ペースとします。

• マンホールトイレは、利用しやすい東側雁木前と西側駐車場の一部に分散配置しま
す。

⑥子育て
応援機能

• 男女トイレ内に幼児用便器を設置したこどもトイレや乳幼児と一緒に入れるベビ
ーシート付の親子トイレを配置します。

• 多機能トイレ４ヶ所にベビーベットを設置し、オムツ交換場所を分散配置します。
• トイレの入口付近におむつの販売機を設置します。

⑦その他
の機能

• 各種情報提供は多言語
表記や無料インターネ
ット（Wi-Fi）設備等の
環境を整備します。

• 施設内の案内・誘導標
示に多言語表記やピク
トサインを用い、分か
りやすい表示誘導を行
います。

⑶環境への配慮 • 自然採光や通風、太陽光発電設備 10ｋＷを設置し自然エネルギーの活用を行いま
す。

• 建物は高断熱高気密の性能保持し、かつ夏場は夜間の冷えた外気を室内に取り込
み、内部の蓄熱された熱を外部に排出するナイトパージシステムを採用し、冷房負
荷の軽減を図ります。

• トイレは、２４時間利用エリアと一般用（避難用）に分けて計画することで、夜間
の照明負荷や暖房冷房負荷の軽減が図れます。

⑷建設工事 周辺環境を考慮し、安全かつ的確な施工方法で工事を行います
• 設計段階から関係部局との協議を開始し、主要材料の調達方法や施工図レベルの検
討を行います。

• Web 会議や定点カメラを利用し、「総合定例会議」及び「建設分科会」を定期的に
開催し、市と情報共有しスムーズな工事運営を行います。

• 北西面は高さ 3mの鋼製パネルにて区画し、工事お知らせや情報発信の掲示を行い
ます。

• 使用する建設機械等は低騒音型を採用します。

• 関係部局と意思疎通を図り、事業の目的・趣旨について理解を深め、品質向上に努
めます。

• 公共工事経験がある者を選出するよう協議します。

デジタルサイネージ ＶＲ機器 多言語音声ガイド AI・チャットボット

無料公衆無線 LAN 多言語翻訳システム機器 免税対応機器、手ぶら観光
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４．運営業務、開業準備業務に関する提案書
評価項目 提案概要

⑴開業準備 「長期にわたる持続的発展」を念頭においた道の駅の運営を行います
• 各種業務マニュアルを作成し駅長以下各業務担当者に配布し
供用開始までに知識・技能を習得する。

• 業務以外の山形の歴史・文化・特産物、外国人・障害に関する
知識を習得する。

• ホームページ、SNS、LINE を活用して、道路、災害、避難、
交通、観光の各情報を発信します。

• 建設中の段階から施設の映像資料を提供し、マスコミ各社に
取材依頼をします。

⑵施設の運営 • 総合案内所において、山形の四季を楽しむことが出来る体験型旅行商品や伝統・文
化を体験できる着地型旅行商品を案内から予約まで施設内でできるようにします。

• 情報発信コーナーに大型ビジョンを設置し、山形市周辺の観光情報を放映します。
• VR ゴーグルを貸出し、蔵王の雄大な自然を常時疑似体験できるようにします。
• サイクルツーリズムの提案を実施します。
• 蔵王らしさを味わえるスイーツ、ドリンクや蔵王牛の新しいフィンガーフードなど
を本施設のブランドとして企画開発します。

• 「多目的ホール」において、地域住民、首都圏やインバウンドの観光客にとって魅
力的な地域のコンテンツを発信します。

• 山形の文化・芸術・産業などを創りだす人々や、地域サークル・大学・企業等と連
携して、地域に根差したイベントを実施します。

• ラジオ放送発信機能を有し、周辺地域の観光情報を発信します。

⑶実施体制 • 定期的に「運営会議（管理者）」・「従業員会議」を年間計画を立て実施し、施設内で
の業務知識の習得・課題確認・解決を全社員で共有する時間とします。

• 社員のサービス介助士資格取得を目標とします。

• 防災士の有資格者を中心に、さまざまな災害時の対応についてOJT を実施します。
• 防火管理者を中心に AED講習や年 2回の自主消防訓練を実施します。

「VISIT YAMAGATA」を活用した
デジタルサイネージ

サイクルツーリズムのイメージ

様々な体験型旅行のイメージ 屋外広場イメージ
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５．維持管理業務に関する提案書
評価項目 提案概要

⑴建築物等の保守
管理及び修繕・更
新

合理的かつ効果的な維持管理計画により、施設を常時適正な状態に保ちます
• 本施設の性能及び機能等を常時適正な状態に保ち、施設利用者が安心・安全・快
適に利用できる環境を整備すると共に、省エネルギーの徹底と温室効果ガスの排
出抑制に努め、予防保全を基本とした修繕・更新の長期修繕計画書を作成し実行
することで、施設のＬＣＣ削減を図ります。

• また修繕内訳書に記載のとおり、事業期間全体を通して安心・安全に利用できる
よう詳細な更新計画を立案するとともに、最終年度においても１０５０万円を超
える予算を配分し、事業期間終了時において、著しい損傷がない状態で市に引き
渡せるよう計画しています。

⑵清掃、警備、除
排雪

施設機能の維持・向上や利用者の安全確保に適切に対応します
• 清掃業務を担当する維持管理企業Ａは創業６４年にわたるビルクリーニングの経
験と感染症対策を考慮した最新のノウハウにより清潔で安心安全な環境を作りま
す。

• 警備業務については機械警備管制センターに設備遠隔監視コントロールセンター
を併設しており、年３６５日２４時間体制で機械警備と設備状態も監視すること
で防犯、防災、設備異常等のトラブルにすばやく対応できる万全な体制で、施設
と施設利用者の安全を守ります。

• 除排雪業務については運営企業Ａにより積雪状況を常時把握し、きめ細やかな除
雪を行うことで利用者の安全を確保します。
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配置図
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1階平面図
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西側立面図

南側立面図

A‑A’ 断面図

B‑B’ 断面図

C‑C’ 断面図

外観透視図 アイレベル図

外観透視図 鳥瞰

内観透視図 情報発信コーナー、休憩コーナー


